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人権身の上相談
動め先、そのほかで、人権を侵

害されたとか、身の上のととでお
困りのとき、どうぞど利用くださ
い。東京法務局繊潤一足立区人権
擁護委員が相談I C応じます。相談
の暮瘤は堅く守ります。相談日は
毎月揶3金曜日、午後1畤~4畤。
区役所( 1階) 区民相談室で。

教育セン
タ ー竹の塚に建設

長
期
基
本
計
画
の
第
一
弾

教
育
事
業
を
充
実

区
で
は
、
畏
期
基
本
計
画
を
た
て
「
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
足
立
区
」
の
建
設
に
男
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
「
教
育
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
」の
憂
股
か
本
年
第
二
回
区
議
会
定
例
会
を
通
過
し
、

こ
の
ほ
ど
工
事
費
約
四
億
七
千
万
円
で
着
工
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、足
立

区
北
部
の
中
心
地
と
し
て
再
開
発
を
行
な
う
必
要
の
あ
る
竹
の
冢
地
区
に
驀
股
さ
れ
ま
す
。完
成
は
昭
和

四
十
(
年
十
月
の
予
定
で
す
。(
写
真
L
教
育
セ
ン
タ
ー
兜
成
予
想
図
)

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は

一
般
に
も
公
開
の
予
定

こ
の
教
育
セ
ン
タ
ー
に
は
、
区
内
で

は
初
め
て
の
大
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

や
、
小
;
中
学
校
児
童
;
生
徒
が
楽
し

く
勉
強
が
で
き
、
ま
た
、
先
生
方
か
研

究
を
行
な
え
る
各
種
施
設
;
教
育
相
談

室
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

所
在
地
は
、
竹
の
蒙
二
丁
目
二
五
番
、

区
役
所
第
十
六
出
張
所
の
隣
で
、
竹
の

塚
駅
か
ら
歩
い
て
五
分
の
と
こ
ろ
で
す

か
ら
、
交
通
の
便
に
め
ぐ
ま
れ
て
お
り
、

区
民
の
み
な
さ
ん
に
も
鵤
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

鏤
物
の
規
模
と
施
設
内
容
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
構
造
鉄
骨
;
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
地
下
一
階
?
地
上
五
階

■
面
積
　
延
床
面
積
約
五
千
平
万
M

■
地
下
一
階
　
教
育
相
談
関
係
各
室
/
　

一
気
;
機
械
室
/
宿
直
室

▽
教
育
相
談
―
区
内
の
児
重
;
生
徒
李
　

幼
児
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
　図
ろ

た
め
、
知
能
;
学
業
;
進
路
な
ど
教
　

青
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
　の
相
談
を

行
な
い
ま
す
。

■
一
階
　
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
窒
/
教
　

青
相
談
事
務
室
/
教
育
相
談
関
係
　
各
　

室
/
ロ
ビ
ー
/
展
示
コ
ー
ナ
ー

▽
展
示
コ
ー
ナ
ー
―
児
童
;
生
徒
の
作
　

品
や
足
立
区
の
歴
史
;
風
土
に
関
し

た
も
の
。
ま
た
、
当
面
す
る
社
会
の
　

課
題
や
要
請
に
即
応
し
た
興
味
あ
る

も
の
を
展
示
し
ま
す
。

■
二
階
　
展
示
ホ
ー
ル
/
視
聴
覚
兼
V
　

T
R
室
(
定
員
百
五
十
六
名
)

▽
展
示
ホ
ー
ル
―
児
童
;
生
徒
が
直
椿
　

手
に
ふ
れ
て
爽
験
し
、
観
察
し
な
が

ら
楽
し
く
科
学
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
模
型
;
機
械
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

▽
視
聴
覚
兼
V
T
R
室
―
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
を
便
っ
て
の
自
主
教
材
の
作
成
ゆ

映
画
会
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
三
;
四
階
　
実
験
室
(
三
室
;
定
員

百
四
十
四
名
)
/
同
単
備
室
/
教
青
　

機
器
室
(
定
員
四
十
(
名
)
/
会
砲
　

童

▽
実
験
室―
豊
富
な
器
材
を
使
っ
て
、

い

ろ

い

ろ

な

科

学

実

験

が

で

き

ま

す

。

▽
教
育
機
器
室―
児
重
;
生
徒
が
各
攜
　

教
育
機
器
を
使
っ
て
勉
強
が
で
き
、　

さ

ら

に

先

生

″

の

教

育

研

究

葭

場

宀

し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
五
階
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
(
定
員
二

百
三
十
名
)

▽
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
―
直
径
十
五
㍍
の
　

ド
ー
ム
に
、季
節
に
応
じ
た
星
座
を
　

写
し
、リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
で
　

楽
し
く
見
学
で
き
ま
す
。児
童
;
牛
　

徙
の
ほ
か
、
一
般
に
も
公
開
す
る
予

定
で
す
。

教育センター案内図 道
路

水
路
工
事
予
定

<
道
路
舗
装
>
六
月
町
七
九
九
～

九
二
(
-
九
月
【日
ま
で
西
伊
興

三
=
7
五
九
ほ
か
二
か
所
一
九
月
三

十
日
ま
で
新
田
三
丁
目
一
八
ふ
I

】-
九
月
(
日
ま
で
西
新
井
本
町

一
丁
目
二
ほ
か
一
か
所
一
【月
十

九
日
ま
で
日
の
出
町
匸
一
7
三
六

一
九
月
三
十
日
ま
で
花
畑
町
一
四

六
〇
?
一
五
五
〇
ほ
か
】か
所
―
(

月
十
九
日
ま
で
千
住
四
丁
目
一
?

三
丁
目
五
六
ほ
か
一
か
所
―
九
月
三

十
日
ま
で
古
千
谷
四
丁
目
七
?
五

丁
目
一
〇
―
(
月
九
日
ま
で

<
側
溝
改
修
>
六
月
町
七
九
九
?

九
一
六
―
九
月
(
日
ま
で
六
月
二

丁
目
一
~
四
〇
九
月
【日
ま
で
東

和
三
丁
目
六
～
】○
―
九
月
(
日
ま

で

<
水
路
改
修
>
綾
瀬
二
丁
目
二
〇
?

四
四
番
先
一
九
月
十
八
日
ま
で
　
　
　
<

水
路
ふ
た
か
け
>
六
町
一
六
七

五
～
東
栗
原
町
ニ
ー
五
〇
-
九
月
(

日
ま
で
佐
野
町
二
八
六
～
六
木
町

六
五
七
!
(
月
十
九
日
ま
で
高
浜

三
丁
目
一
五
?
一
四
番
先
―
(
月
十

九
日
ま
で
江
北
四
丁
目
一
七
～
二

〇
番
先
―
(
月
二
十
九
日
ま
で
神

明
町
五
五
七
?
五
(
六
―
(
月
十
九

日
ま
で
西
新
井
四
丁
目
二
六
の
四

£
一
(
の
一
一
九
月
(
日
ま
で

区
役
所
の
組
織
を
改
正

企
画
広
報
室
な
ど
新
設

区
で
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
良

く
行
な
い
、
日
ご
と
に
増
え
る
事
務
量

を
能
率
よ
く
処
理
す
る
た
め
に
、
次
の

よ
う
に
組
織
を
改
正
し
ま
し
た
。

▽
企
画
広
報
室
(
新
設
)
に
は
次
の
三
　

課
が
属
し
ま
す
。

企
画
課
(
旧
企
画
室
)

広
報
課
(
新
設
)
広
報
;
広
聴
担
当
　

I
報
処
理
課
(
旧
竃
子
計
算
課
)

▽
総
務
部
関
係
で
は
財
務
課
を
廃
止
し
　

予
算
課
(
予
算
担
当
)

経
耳
課
(
契
約
一
検
査
担
当
)

の
二
踝
を
新
設
し
ま
し
た
。

▽
厚
生
部
関
係
で
は

保
育
課
(
保
育
担
当
)
を
新
設
し
て
　

児
童
課
を
廃
止
し
、
児
童
課
で
扱
っ
　

て
い
た
児
童
手
当
;
児
竃
扶
養
手
当
　

な
ど
は
、
児
一
手
当
係
(
福
祉
課
に
　

新
設
)
で
扱
い
、
ま
た
、
老
人
福
祉
　

手
当
、
老
人
医
療
費
な
ど
は
老
人
勍
　

成
係
(
福
祉
課
に
新
設
)
で
取
扱
う
　

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
老
齢
　

福
祉
年
金
は
、
従
来
£
ぢ
国
民
年
　

金
轢
で
扱
い
ま
す
。

▽
土
木
部
関
係
で
は

施
設
課
を
新
設
し
て
、
排
水
場
の
管

理
や
整
備
工
事
、
そ
の
ほ
か
公
園
課

で
扱
っ
て
い
た
街
路
照
明
な
ど
の
仕

事
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し

た
。

な
お
、
施
設
課
は
梅
鳥
の
第
二
庁
舎
　
　
(

梅
田
七
丁
目
三
三
-
七
営
(
(
　

六
上
二
二
(
五
代
)
に
置
か
れ
ま
　

す
。

▽
建
築
部
関
係
で
は

学
校
営
繕
曝
(
小
;
中
学
校
の
建
S

や
維
持
修
繕
担
当
)
と

施
狄
営
繕
螺
(
学
校
以
外
の
庁
舎
や
　

保
育
園
な
ど
の
建
築
、
修
繕
担
当
)
　

の
二
課
に
分
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
教
宵
委
員
会
に
あ
っ
た
、
学

榠
営
繕
係
は
廃
止
し
、
こ
の
仕
事
は
、

学
校
営
繕
課
が
引
継
ぎ
ま
す
。

□
人
事
短
信

本
年
七
月
一
日
付
で
、
次
の
と
お
り

区
の
都
課
長
級
の
人
事
異
助
発
令
が
あ

り
ま
し
た
。
(
ヵ
'
コ
内
は
前
職
)
、

【
部
長
級
】
　
企
画
広
報
室
長―
寺
嚊

良
平
(
総
務
都
職
員
課
長
)

【
課
長
級
】
　
企
画
広
報
室
企
画
課
長

―
且
月
重
吾
(
企
画
室
長
)
　
企
画
広

報
室
広
報
課
長―
前
田
文
雄
(
東
部
区

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
)
企
画
広
報

室
情
報
処
理
課
長
-
田
所
進
吾
(
総
務

舫
一
子
計
算
課
長
)
総
務
都
職
貝
課

長
-
鈴
木
保
寿
(
総
務
部
財
務
課
長
)

総
務
部
予
算
課
長
-
雨
宮
正
則
(
厚
牛

都
児
童
課
長
)
総
務
都
経
理
課
長
-

藤
田
佳
三
(
総
務
都
管
財
課
長
)
鰛

務
都
管
財
課
長
-
柳
川
晃
一
(
厚
生
銘

国
民
健
康
保
険
課
長
)
厚
生
部
保
膏

課
長
1
紙
谷
盛
人
(
東
都
福
祉
事
務
所

長
)
建
築
部
学
校
営
繕
課
長
-
高
木

陬
市
郎
(
建
築
都
営
繕
課
長
)

な
お
、厚
生
部
国
民
健
康
保
険
課
長
、

東
都
福
祉
事
務
所
畏
、東
都
区
民
福
址

セ
ン
タ
ー
館
長
、土
木
部
施
設
課
長
、

建
築
都
施
設
営
繕
課
長
に
つ
い
て
は
、

主
管
都
長
が
事
務
取
扱
者
と
な
り
ま
し

た
。

七
月
一
日
に

西
新
井
税
務
署
が
誕
生

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

七
月
一
日
か
ら
足
立
区
の
西
都
地
城
を

管
轄
す
る
西
新
井
税
務
署
が
発
足
し
ま

し
た
。

西
新
井
税
務
署
の
新
庁
舎
は
、昭
和

四
十
(
年
二
月
上
旬
、酉
新
井
大
師
の

近
く
に
完
成
す
る
予
定
で
す
が
、そ
れ

ま
で
の
間
は
、足
立
税
務
署
内
の
仮
庁

舎
で
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

仮
庁
合
の
所
在
地

〒
匸
一
〇
足
立
区
千
住
旭
町
四
-
二
　

一
　
八
八
八
―
六
二
五
一
(
代
)
　

ま
だ
、発
足
後
、日
が
浅
く
仮
住
ま

い
の
た
め
、区
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と

思
い
ま
す
か
、と
く
に
次
の
点
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
六
月
三
十
日
ま
で
に
、足
立
税
務
鏖
　

か
ら
通
知
を
受
け
た
税
額
弋
足
穹
　

税
務
暑
へ
申
告
し
た
税
額
で
も
、七
　

月
一
日
以
後
は
西
新
井
税
務
暑
あ
7
-
　

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
各
種
の
申
告
書
、納
付
書
な
ど
に
驚
　

務
珊
名
を
記
入
す
る
と
き
は
、
か
な

ら
す
「
西
新
井
税
務
署
」
と
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

▽
納
税
者
番
号
は
、従
来
の
番
号
を
そ
　

の
ま
ま
使
用
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

西
新
井
税
務
一
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。八

八
八
-
六
こ
苙
一
(
代
)

図書館・区民福祉センターだより
□

東

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
　

六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
第
四
回
セ
ン
タ
ー
ま
つ
リ
　
(
月
二
十
三
日
(
水
)
!
一
十
七
日

(
日
)
お
ば
け
屋
敷
;
映
画
;
人
形
劇
;
楽
器
演
奏
な
ど

■
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
　
ハ
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

■
ス
ラ
イ
ド
と
お
話
―
こ
わ
い
お
話
し
　
(
月
(
日
(
火
)
午
後
三

時
幽
霊
滝
の
伝
脱
ほ
か
二
十
九
日
、(
火
)
午
後
三
時
安
達
が

原
の
一
つ
家
ほ
か

■
虫
か
ご
作
り
　
七
月
三
十
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

闘
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
　

八
八
九
-
一
四
八
四

■
老
人
慰
安
浪
曲
大
会
　
七
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時
;
;
;
寿
々

家
花
扇
「
煙
草
の
報
恩
」
;
木
村
忠
衛
「
寛
永
三
罵
術
」
区
内
在

住
の
六
十
歳
以
上
の
方

入
場
無
料

■
金
魚
す
く
い
大
会
　
七
月
二
十
九
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会
　
(
月
三
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
;
;
;
大
巨
獣

が
'
パ

■
紙
人
形
つ
く
り
　
(
月
(
日
(
火
)
午
後
一
時
区
内
在
住
の
六

十
歳
以
上
の
方

先
一
二
十
名

料
金
無
料

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二

雷
八
九
七
一

五
〇
一
六

■
ど
じ
よ
う
つ
か
み
大
会
　
七
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時

■
子
と
も
映
画
会
　
七
月
三
十
日
(
日
)
午
後
二
時
;
;
;
海
に
生
き
る

;
助
物
一
一
ユ
ー
タ
ウ
ン
;
ふ
く
面
パ
ト
カ
ー

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
二
四
上
　

八
ハ
ニ
ー
ニ
七
六
五

■
子
ど
も
映
画
会
　
七
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
;
;
;
ゴ

ジ
ラ
エ
ビ
ラ
モ
ス
ラ
爾
海
の
大
決
闘
三
十
日
(
日
)
午
後
一

時
三
十
分
;
;
;
ね
す
み
の
よ
め
い
り
;
こ
う
さ
き
物
語
;
チ
コ
タ
ン

■
ギ
タ
ー
戦
塵
七
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
一
時
小
学
五
年
生

～
中
学
三
年
生

(
各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
曦
日
は
休
館
日
で
す
)

□
中
央
図
書
館

梅
田
七
丁
目
一
三
-
一
　

八
四
?
四
六
四
六

▽
花
畑
村
を
語
る
会
　
現
在
闘
か
れ
て
い
る
「旧
花
畑
村
資
料
晨
」

に
ち
な
ん
で
、七
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、一
話
で
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
映
画
会
　
七
月
二
十
三
日
(
日
)
;
;
;
友
情
の
旅
略
(
後
編
)
三

十
日
(
日
)
;
;
森
の
王
様
ほ
か
い
ず
れ
も
午
前
十
一
時
か
ら

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
七
月
二
十
三
日
(
日
)
↓
ル
テ
ィ
ー

ヌ
ー
ク
レ
メ
ン
ソ
ー
「
た
だ
愛
に
生
き
る
だ
け
」
三
十
日
(
日
)

:
‘
ジ
'
I
ン
ー
バ
エ
ズ
「心
・
震
・
祈
り
」い
ず
れ
も
正
午
か
ら

□
千
住
図
書
館

千
住
龍
田
町
七
一
二
　

八
一
-
一
k
`
乢
昌

▽
映
画
会
　
七
月
二
十
三
日
(
日
)
・
三
十
日
(
日
)
午
前
十
時

□
宮
城
図
書
館

倉
城
一
丁
目
一
一
七
-
八

九
一
三
1
0

四
六
〇

▽
映
画
会
　
七
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時
・
・
・
赤
い
井
戸
ほ
か

□
新
田
図
書
館

新
田
三
丁
目
一
四一
　

九
一一
T
一
七
六
七

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
正
午
か
ら
「
バ

'
(
組
曲
第
一
番
「
長
調
」
な
ど

■ 区役所の電話882- 1111第二庁舎886- 3165足立福祉事務所888- 3141中部福祉事務所889- 1481東部福祉事務所605- 7101西部福祉事務所897- 5011
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家

庭
建
て
売
り
住
宅
を

買
う
方
へ

家
を
s
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
土

地
を
探
す
だ
け
で
も
大
変
な
苦
労
で

す
。
そ
の
う
え
、
重
築
工
事
を
発
注

す
る
わ
ず
ら
わ
し
さ
か
あ
り
ま
す
の

で
、
最
近
は
殲
て
売
り
住
宅
を
購
入

す
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
し
た
、

殲
て
売
り
住
宅
を
I
う
鳩
合
の
要

愾
を
、
お
話
し
し
て
み
ま
し
き
つ
。

□
広
告
の
内
容
に
ご
注
意

①
広
告
主
の
氏
名
と
所
在
地
お
よ
び
　

業
者
の
免
許
番
号
の
表
示
が
あ
る

か
②
物
件
の
所
在
地
は
○
○
市
○
○
町
　
〇
〇

番
地
ま
で
明
示
し
て
あ
る
か

ど
う
か

③
鉄
道
の
所
要
時
間
に
つ
い
て
は
発

駅
と
着
駅
を
は
っ
き
り
示
し
て
あ

る
か

④
徒
歩
は
八
〇
㍍
に
つ
き
一
分
の
割

で
算
出
し
て
あ
る
か

⑤
物
件
所
在
の
も
よ
り
の
駅
名
が
明

示
し
て
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
の
便

が
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

⑥
学
校
・
病
院
・
官
公
署
・
商
店
街
　

百
貨
店
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
は
、
　

現
に
利
用
で
き
る
も
の
だ
け
を
示

し
、
そ
の
固
有
名
称
を
明
ら
か
に

し
て
あ
る
か

⑦
宅
地
一
平
方
㍍
、
あ
る
い
は
三
・
　

三
平
方
㍍
で
示
し
、
面
積
を
明
ら
　

か
に
し
て
あ
る
か

⑧
建
物
は
総
価
格
で
示
し
、
最
高
価

格
と
最
低
価
格
お
よ
ぴ
最
低
価
格

で
販
売
す
る
戸
数
を
示
し
て
あ
る

か
⑨
給
排
水
・
ガ
ス
・
電
気
が
完
備
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
す
ぐ
使
え
る
　

状
態
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

⑩
物
件
の
案
内
所
に
建
設
省
令
で
定

め
た
標
識
(
宅
地
・
建
物
取
引
業

者
票
)
を
掲
げ
て
あ
る
か
ど
う
か

以
上
の
こ
と
を
確
か
め
ま
し
ょ

う
□
買
う
時
の
ご
注
意

①
土
地
付
き
の
住
宅
を
賈
い
取
る
場
　

合
は
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
敷
　

地
が
借
地
の
と
き
は
、
そ
の
借
地
　

契
約
の
内
容
を
謁
ぺ
て
、
地
主
が
　
s

物
の
賈
主
に
借
地
権
を
躋
度
す

る
約
東
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
。
そ
の
約
東
が
な
い
と
、
土

地
の
明
渡
し
と
か
、・高
額
の
名
義

変
更
料
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

②
違
反
建
築
で
な
い
か
ど
う
か
を
確
　

か
め
る
。
違
反
建
築
の
場
合
は
、
　

役
所
か
ら
雖
物
の
改
造
を
指
示
さ

れ
た
り
、
取
り
こ
わ
し
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

③
契
約
の
成
立
前
に
、
登
記
さ
れ
た
　

権
利
の
種
類
や
内
容
、
都
市
計
画

法
、
建
築
蕃
串
法
な
ど
に
基
づ
く

制
限
、
水
道
な
ど
の
施
設
状
況
、

還
約
金
な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
よ

く
説
明
を
き
く
こ
と

□
売
買
契
約
は
慎
重
に

①
夷
胄
溟
約
は
気
軽
に
現
地
で
行
な
　

う
こ
と
は
避
け
、
な
る
べ
く
本
店

か
、
営
業
所
で
行
な
う
こ
と

②
売
買
契
約
番
は
、
内
容
を
よ
く
読
　

み
納
得
し
た
う
え
で
調
印
し
な
け
　

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
物
件
の
　

範
囲
、
代
金
支
払
い
条
件
、
移
転
　

登
配
時
期
、
公
租
公
課
の
負
担
、

手
付
金
解
約
条
件
、
危
険
負
担
、

そ
の
他
特
約
事
項
に
つ
い
て
は
、

条
項
を
確
認
し
、
説
明
を
よ
く
き

き
ま
し
ょ
・つ

③
解
約
の
違
約
金―
売
買
契
約
の
と
　

き
、
貿
手
は
手
付
金
を
払
う
の
が

ふ
つ
う
で
す
が
、
特
約
が
な
い
限

り
、
解
約
手
付
と
見
な
さ
れ
ま
す

つ
ま
り
、
買
手
の
都
合
で
解
約
す

る
と
き
、
こ
れ
を
放
棄
す
れ
ば
よ

く
、
売
主
が
解
約
す
る
と
き
は
二

倍
に
し
て
返
す
こ
と
で
解
約
で
き

る
よ
う
に
す
る
の
が
通
例
で
す

i

約
自
由
"
と
い
っ
た
こ
と
ば

に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
そ
の
鳩
合
は

契
約
一
に
記
入
さ
せ
ま
し
I
つ

④
所
有
権
移
転
の
時
期
1
代
金
は
売
　

賈
契
約
成
立
の
さ
い
内
金
と
し
て
　

一
?
二
割
、
土
地
・
住
宅
の
引
渡
　

し
の
と
き
残
金
の
半
分
、
移
転
登

記
と
同
時
に
残
額
を
支
払
・つ
と
い

う
の
が
ふ
つ
う
で
す

⑤
割
賦
の
場
合
は
、
代
金
総
額
の
三
　

〇
%
以
上
を
支
払
っ
た
ら
、
登
記
　

を
あ
な
た
の
名
義
に
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う

そ
の
ほ
か
く
わ
し
い
こ
と
は
、
区

役
所
建
築
課
へ
ど
う
ぞ
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が

変
わ
り
ま
し
た

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
七
月
分
か

ら
月
額
五
百
五
十
円
に
変
わ
り
ま
し

た
、
こ
れ
は
、
二
年
前
の
昭
和
四
十
苙

年
に
う
け
ら
れ
る
年
金
額
が
大
幡
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
こ
の
と
き
か
ら
保
険
料

も
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
急
激
な
負
担
増
を
さ
け
る
た
め

に
、本
年
六
月
ま
で
は
四
百
五
十
円
に
、

七
月
か
ら
は
五
百
五
十
円
と
二
回
に
わ

た
っ
て
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。

ま
た
、
加
算
年
金
(
希
望
者
だ
け
)

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
加
算
年
金
分

の
三
百
五
十
円
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
合
計
九
百
円
で
す
。

芻
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
年
金
課
検

認
係
へ
ど
う
ぞ
。

国
民
年
金
納
付
書
が

届
き
ま
し
た
か

第
二
期
分
(
七
・
(
・
九
月
分
)
の

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

お
手
許
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
区
役

所
年
金
課
検
認
係
へ
お
申
出

く
だ
さ

い
。
再
発
行
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
は
年
金
課
か
ら
お
`

り
し
た
納
付
一
で
、
勤
め
先
や
住
い
心

近
く
の
銀
行
・
信
用
金
庫
(
組
合
)
・

郵
便
局
ま
た
は
足
立
農
協
に
忘
れ
な
い

う
ち
お
早
め
に
払
い
込
み
く
だ
さ
い
。

東
京
都
職
員
募
集

都
で
は
、
昭
和
四
十
(
年
四
月
以
嶐

に
探
用
す
る
職
員
を
、
次
の
よ
う
に
な

集
し
ま
す
。

□
募
集
内
容

①
短
大
卒
程
度
1
受
験
賢
格
・
:
学
歴
多

問
わ
す
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
(
年
四
月
一
日
ま
で
に
冷

ま
れ
た
方
職
種
・
=
事
務
/
土
木
/
s

築
/
機
械
/
一
気

初
任
給
・・・
四
万
二

七
〇
〇
円

&
高
校
卒
程
度
―
受
験
賢
格
=・
学
歴
刄

閥
わ
す
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
窗

れ
た
方
職
種
・
=
事
務
A
(
一
般
の
8

紀
的
な
事
務
)
/
事
務
B
(
水
遭
メ
ー

タ
ー
の
検
針
事
務
)
/
事
務
C
(
キ
ー

パ
ン
チ
、タ
イ
プ
等
の
事
務
-
女
子
の

み
)
/
事
務
D
(
学
校
事
務
)
/
土
太

/
建
築
/
機
械
/
電
気
/
警
視
庁
廠
一
/

東
京
消
防
庁
職
員

試
験
日
(
第
一
次
)
匚
昭
和
四
十
七

年
十
月
(
日
(
汨
)

場
所
-
集
合
時
刻
と
試
験
場
は
、
申

込
み
受
付
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
s
の
請
求
-
受
験
申
込
用
紙
は

区
役
所
(
一
階
)
受
付
、都
庁
(
庁
舎

案
内
所
)
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、郵
送
希
望
の
万
は
、
「短
大
、

ま
た
は
高
校
申
込
一
篳
求
」と
封
簡
に

赤
字
で
s
き
、自
分
あ
て
の
返
信
用
の

定
型
外
大
型
封
簡
(
切
手
を
は
り
、駆

便
番
号
も
忘
れ
ず
配
入
)
を
必
ず
同
封

し
、
次
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

東
京
都
人
事
委
員
会
事
務
周
賦
験
饅
(

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
ニ
ー
一
三
、

東
京
交
通
会
館
内

〒
一
〇
〇
)

=
事
業
者
の
方
へ
=

公
害
防
止
に
ご
協
力
を

区
公
害
課
に
は
、
毎
年
春
か
ら
夏
に

か
け
て
、
騒
音
や
悪
臭
な
ど
の
苦
情
一

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
と
に

も
六
月
三
十
日
現
在
、
既
に
五
百
四
十

六
件
も
の
苦
情
申
立
て
か
あ
り
ま

」

だ
。こ

れ
ら
苦
柵
の
多
く
は
、暑
さ
の
た

め
、エ
槝
な
ど
が
窓
や
戸
を
闘
放
し
か

ま
ま
作
業
し
、一
般
住
宅
で
も
窓
な
ど

夸
開
放
す
る
た
め
、冬
に
は
気
に
な
ら

な
か
っ
た
騒
音
や
臭
気
が
入
り
こ
ん
?

く
る
か
ら
で
す
。

事
業
者
の
方
は
、次
の
点
に
注
意
し
、

公
書
防
止
に
ど
う
ぞ
ご
協
力
く

だ
さ

い
。

①
屋
外
作
業
は
原
則
と
し
て
行
な
わ
な

い
②
臭
気
や
ば
い
煙
を
発
生
す
る
も
の
は

燃
や
さ
な
い

③
防
音
施
設
李
臭
気
の
除
去
装
一
を
付
　

け
る

④
作
業
中
は
外
部
に
一
書
・
臭
気
か
濡
　

れ
な
い
よ
う
に
忽
や
戸
を
閉
め
る
　

な
お
、
公
害
の
事
前
防
止
の
制
度
と

し
て
、
東
京
都
公
番
防
止
粂
例
に
定
め

る
工
場
認
可
や
そ
の
ほ
か
の
虫
令
に
凄

づ
く
届
け
出
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
至
斂

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
公
害
課
へ
ど

う
ぞ
。

ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
の

取
付
け
に
注
意

ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
は
、
熟
風
と
う
る

さ
い
音
を
外
に
出
し
、
そ
の
た
め
、
近

所
か
ら
た
い
へ
ん
多
く
の
苦
情
が
で
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
宅
で
ル
ー
ム

ク
ー
ラ
ー
を
取
付
け
る
時
は
、
近
所
迷

惑
に
な
ら
な
い
場
所
を
選
ん
だ
り
、
熟

風
や
運
転
音
を
防
ぐ
搆
や
囲
い
を
取
付

け
る
な
ど
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
れ
で
も
近
所
か
ら
苦
情
が

で
る
場
合
は
、工
事
店
と
相
談
の
う
え
、

取
付
け
場
所
を
変
え
た
り
、
消
音
箱
を

つ
け
る
な
ど
、
近
所
迷
感
に
な
ら
な
い

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

東
京
は
水
不
足
で
す

節
水
に
ご
協
力
を
!

全
国
中
継
大
会

区
民
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
を

明
る
い
生
活
は
、
ま
ず
健
康
か
ら
、

夏
バ
テ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
毎
朝
時
間

を
き
め
て
体
操
す
る
こ
と
は
、
非
常
に

効
果
的
で
す
。

区
と
区
散
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
第
十
五
回
足
立
区
民
ラ
ジ
オ
体
櫑

大
会
を
開
僧
し
ま
す
。
こ
と
し
は
、
ラ

ジ
オ
の
全
ヨ
中
継
の
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

日
時
一
七
月
二
十
九
日
(
土
)
午
前
　

六
時
か
ら
七
時
ま
で

会
場
-
千
住
新
橋
グ
ラ

ン

ド

た
だ

し
、
雨
天
の
時
は
、
千
寿
第
三
小
学

校
体
育
爾
に
変
更

く
わ
し
い
こ
と
の
問
い
合
わ
せ
は
、

区
教
育
委
員
会
体
育
諌
へ

あ
な
た
の
電
電
債
券
は
　

当
っ
て
い
ま
せ
ん
か

お
手
持
ち
の
I
電
債
獰
の
な
か
に
は

膺
期
を
待
た
ず
途
中
で
抽
せ
ん
償
還
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

当
せ
ん
し
た
僕
券
に
は
、
そ
の
後
の

利
息
が
つ
き
ま
せ
ん
。
当
せ
ん
番
号
な

ど
く
わ
じ
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
一

話

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

■
住
居
表
示

実
施
済
地
区
に

お
住
ま
い
の
方
へ

新
築
ま
た
は
増
改
築
を
し
た
方
は

住
居
表
示
課
へ
必
ず
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

調
査
の
う
え
住
居
番
号
付
定
通
知

一

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
の
通
知

昏
を
*
持
ち
の
う
え
住
民
登
録
や
登

配
な
ど
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ

い
。届

け
出
用
紙
は
住
居
表
示
踝
に
あ

り
ま
す
。

■

愛

の

献

血

を

八
月
の
移
動
探
血
車
日
穡

▽
二
日
(
水
)
五
反
野
小
学
校

▽
八
日
(
火
)
足
立
区
青
年
館

▽
十
六
日
(
水
)
千
寿
第
六
小
学
校

▽
十
九
日
(
土
)
竹
の
塚
取
東
口

▽
二
十
三
日
(
水
)
東
都
区
民
礪
祉

セ
ン
タ
ー

▽
三
十
日
(
水
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

■
文
化
会
館

体
育

館一
時
休
館

区
文
化
会
館
と
体
育
館
で
は
、
客

冩
修
繕
、
床
板
お
よ
ぴ
床
組
工
事
の

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
一
時

休
館
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

文
化
会
館
(
月
十
四
日
(
月
)

?
三
十
一
日
(
木
)

体
育
姐
(
月
一
日
(
火
)
?
九

月
二
日
(
土
)

■

ア

ル

バ

イ

ト

募

集

東
部
区
民
祖
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
一
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

勤
務
先
L
東
都
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
【柬
綾
瀬
】丁
目
五
一
一
七
　

六
〇
五
卜
七
一
〇
一
)
　
対
象
―
高

校
生
以
上
の
男
子
期
間
-
七
・
(

月
中■

電
電
公
社
の

児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

電
一

公
社

で

は

、
い

ま
文

都

省

の

後

援

を

え
て

全

国

の
小

学
校

児

竃

令

対

象

に
一

儻
一

晒

に

闢

す
る

絵

を
畠

集

し

て

い
ま

す

。小

半

生

の

皆

さ

ん

、

ふ

る

っ

て

応
募

し

て

く

だ

さ
い

。

▽
題
材
―
電
報
ま
た
は
一
括
に
関
す
　

る
も
の
(
た
だ
し
ポ
ス
タ
ー
等
寐
　

業

美

術

に

頬
す

る

も

の
は

除

く
)

▽
資
格
―
小
学
生

▽
大
き
さ
―
B
4
版
(
二
五
七
㍉
)
x
　

三
六
四
㍉
)
ま
た
は
B
3
版
(
三

六

四
㍉

五

一
五
X

」)
と

し

、
挧

具

、
枚

数

に
制

限

は

あ
り

ま

せ

え

▽
募
集
期
間
―
昭
和
四
十
七
年
六
日
　

一
日

か

ら

九
月

十

一
日
ま

で

▽
入
賞
発
表
―
昭
和
四
十
七
年
十
月
　

下
旬
(
予
定
)

お
間
い
合
わ
せ
、作
品
の
愬
趾
y

は
、近
く
の
I
晒
周
お
よ
ぴ
一
報
s

晒

冊

へ

。

■
自
動
車
税
車
検
用

納
税
証
明
書

自
勲
車
税
納
税
通
知
書
の
左
端
に

車
検
用
納
税
征
明
書
用
紙
が
廖
付
さ

れ
て
い
ま
す
。納
税
の
際
証
印
し
ま

す
か
ら
、
車
検
の
陬
に
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

―民 生 委 員 紹 介- (
( 敬称略)

第3地区―その2―
出張所　　氏名　　　住所　　　　電話
第10　喜田瘴三廊　穂田7- s- 6　　A49- s803
耳　　儷扁文子　　〃?- 15- 2　　849- s】01
1　　校本伴七　　〃7- 314　　　aw―3916
第11　畑稲っね　　島根4- 22- 2　　u4- 45u
s　　斉● 昊鳶　　f 3- 12- 16　　　u4- s4芻〃　　鈴*i s太郎　　f 2- 22- 12　　　劼4- 箟21
〃　渡辺j E拍　　　穂高1- 15- 5　　8s6- 3903

〃　関根竹凛〃　　〃1一別- 3　　　ss6- 14剥〃　 早乙女 喩瀘郎　l l - 26- 18　　　8 舗- 5341
● 　圜踟麕次郎　　〃3- *- 33　　　　暮ss- 84es
〃　 遼 辜 貰三郎　　13- 41- 7　　　　8 黼一圃剌
〃　耳珀ウメ　　　　*a- 4i - i 4　　88● 一匐3s
I 　 棡・原 饋z　　中'央本町1- 7- 9　 劼9- 2224
● 　 乎 塚 政 勝　　〃1- 20 一郭　　　88● - 7411

第14　甼桐生武　会λ 2- 13- 4　　　　899一s34
〃　 新 井 ● み　j 2- 7- 7　　　　　899 一190】
〃　市川　詒右衛門　入谷町鼻4　　8飩- 27ss
〃　　楠 本 マ ス　　〃821　　　　　　8 棘- 49耋
〃　 馬 毎 政 雄　　古f 谷3- 14- 1　　　899- 5954
第15　水鱸チョノ参異町見遭1531　　8軅一騎恫〃　　宮 本 英一郎　〃 粛梱1匐9　　　8剪一3313
1　　* 内 鳥 之　　　〃 狭閠611　　　 魯鶫- 3441
〃　　三村了咽　　　〃j 844　　　　899- 194s
〃 岩 井 は な　　　　〃 本町306　　　　8899- 1951
s　皐野瓦松　　　s132328　　　　　99―3395
● 　杉本● み子　〃瀘3322　　　　　899―342( 1〃　　江J l l フミ　1〃3558　　　　　899- 4s84
1　　観山健勝　s13588　　　　　　899- 2剥l
l 　　小竹● 子　　保ホ閨町27　　　騁4- 180(〃　　崎 村 智 里　　〃945　　　　　　 蒻3- 8211
1　　竇與梱右衛門　〃1酋4　　　　隷3- 0271〃　　癲とよ子　　　j l ) s9　　　　　883- 8294
〃　　沢 鴆 わ か　　f 1431　　　　　　芻4- 401j
〃　　纃輿寿雄　保*閨2- ` 8一】3　883- 鷂24
j 　　石井奮大郎　保木筒可us　　　8s4- ss71〃　　栗 山 秀 風　　保木関1- 2- 】9　　u3- 鉐41
〃　　須賀定曲　　西保木閠1- 17- 23　鉢4- l el {
〃　　橋 本 章 純　　竹の濛1- 17- 1　　M3- 205C
第16　氏者窖t　　　〃2―10―I s　　M3- 021《
〃　　飼木l j るへ　〃2―11―4　　　s3- ● 6ss
〃　　坂鈿武男　　〃s- 36- 27　　　M3―03- 14
〃　　癲麗覧聯　　　〃5- u一】0　　赫3- 0飼l
〃　　　石飼墨夫　　〃s- z7- so　　8黼- 09煢
〃　　山崎爬子　　〃● - I 8- a- 20s　883- 2911
〃　　躙済亮一迦　保水閠2- l 8- 19　884- 43溟
● 　　根永とΞ 郎　六月3- 19- 14　　赫4- s311〃　　　石飼兄務　〃3- 1- 19　　　　芻3- 122;
〃　　金 子 タ カ　六月2- 20- 1　　　　883 一叩l l
● 　　菓羸sΞ 郎　〃1- 黝‘ 7　　　赫3- s471〃　　　中 村 僵-　　〃1- 詞- 9　　　　M4- 3UM

足
立
の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
8
)

―

千
佳
河
原
町

そ
の
三
―

勝
山
準
四
郎

千
住
市
場
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
青
物
だ

け
で
な
く
川
魚
、米
般
も
扱
い
、
こ
れ
を
三
品
と

称
し
て
い
た
。大
正
十
五
年
発
刊
の
南
足
立
郡
訪

の
千
佳
市
鳩
の
項
に
「
其
の
当
時
(
江
戸
時
代
)

の
横
様
を
聞
く
に
、
当
市
鳩
は
毎
朝
五
般
、
前
我

(
せ
ん
さ
い
)
吻
、
及
ぴ
川
魚
の
市
を
開
き
、
米

穀
問
一
其
の
主
位
を
占
め
、
黒
米
問
一
と
称
し
て

玄
米
を
商
い
、
前
栽
問
皿
、
川
魚
問
屋
之
に
次
げ

り
。前
栽
問
曩
に
は
端
根
く
わ
い
問
屋
、
芋
頬
を

商
う
土
物
問
皿
、菜
類
胡
瓜
を
商
う
葉
柄
閥
屋
の

三
一

あ
り

。
」
と
扱
う
品
が
専
門
化
し
た
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
こ
の
内
穀
物
問
一

は
そ
の
後
、
姿

を
洌
す
わ
け
だ
が
、
千
住
四
丁
目
織
畑
衣
蔵
の
千

住
襦
片
側
図
に
は
河
原
町
東
側
に
北
か
ら
「
穀
吻

前
栽
渡
世
」
と
し
て

、百
姓
穀
屋
長
三
郎
、
塩
屋

三
郎
兵
衛
、
坂
川
庸
才
次
郎
の
三
間
慶
が
記
さ
れ

て
い
る

。

(
注

繖
畑
地
図
は
江
戸
時
代
末
期
の
製
図
と
想

定
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
千
住
五
丁
目
か
ら

柵
戸
ま
で
の
東
側
都
分
だ
け
が
配
さ
れ
、
西
側

は
麗
敷
割
の
繍
だ
け
で
終
っ
て
い
る
。た
だ
記

入
法
が
職
業
、
屋
号
、
名
前
が
載
っ
て
お
り
宿

場
の
生
活
の
し
く
み
が
感
じ
と
れ
る
貴
重
な
賚

科
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
引
用
さ
せ
て
も
ら
う

機
会
が
多
い
と
思
う
の
で
紹
介
し
た
。
余
岐
な

が
ら
こ
の
図
も
作
っ
た
当
時
は
大
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
筈
。
瓦
も
千
年
た
て
ば
宝
物
の
た

と
え
。

現
在
の
町
並
図
、
現
在
の
わ
が
家
の
生
卮
記

餓
も
後
世
に
至
れ
ば
千
金
の
価
値
を
生
す
る
こ

と
必
定
。
あ
久
て
お
す
す
め
す
る
次
第
。)
　

こ
の
よ
・つ
に
専
門
化
し
た
問
屋
か
街
遭
に
面
し

て
軒
を
連
ね
、町
並
そ
の
も
の
が
市
鳩
と
な
っ
て

き
た
。

高
水
元
年
十
一
月
(
一
(
四
(
)

の
「
千
住
市

場
議
定
帳
」
に
名
を
連
ね
て
い
る
問
屋
衆
は
三
十
(

軒
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
内
(
組
の
問
屋
号
が

あ
る
の
は
、
分
家
あ
る
い
は
「
の
れ
ん
別
け
」の

身
内
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
移
り
変

り
が
あ
っ
た
が
、
大
正
期
の
問
屋
歎
は
三
十
二
軒

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
主
と
し
て
土
物
を
扱
う

店
が
五
軒
、
果
物
が
二
軒
、
川
魚
が
一
軒
、
外
の

二
十
四
軒
は
主
と
し
て
蔬
粟
を
扱
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、昭
和
十
六
年
九
月
纃
制
令
の
発
助
に
よ
り

中
央
卸
売
市
鳩
足
立
分
場
に
吸
合
合
併
さ
れ
ご
二

百
余
年
の
市
場
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
っ
た
わ
け

で
あ
る
。当
時
の
問
里
数
は
三
十
軒
。

今
、念
の
た
め
そ
の
屋
号
ぞ
列
記
す
る
と
次
の

よ
う
で
あ
る
。
東
側
北
か
ら
、
か
ね
宗
(
果
実
)

岩
槻
崖
、
中
野
量
、
柏
屋
(
や
ま
か
し
わ
)

、
坂

川
量
、西
川
一

、二
合
半
里
、川
崎
里
、吉
田
屋
、

平
根
皿
、
葛
西
一

、
板
柵
里
、万
屋
、
佐
野
屋
と

並
ぴ
、
西
側
は
北
か
ら
丸
福
、中
市
(
川
魚
)

、

水
重
(
果
物
)

、
柏
屋
(
か
く
か
し
わ
)

、坂
川

屋
(
本
家
)

、川
崎
屋
、
大
坂
里
、
和
泉
屋
、
柏

屋
(
ま
る
か
し
わ
、
本
衣
)
、谷
家
屋
、
足
立
里
、

山
崎
里
、
偉
渡
里
、
川
崎
一
(

伊
(
)

、大
害
と

な
ら
ん
で
い
た
、(
こ
の
項
大
毒
為
成
氏
、
足
立

重
小
泉
氏
の
教
示
に
よ
る
)
次
に
市
場
の
果
た
し

た
役
割
を
考
え
て
み
た
い
。(

つ
づ
く
)
 

写
X

昭
和
初
年
の
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
(
葛
同
量
中

島
氏
提
供
・
小
泉
氏
複
写
)

■ 区教育委員会は区役所前の和光ビルに移りました ■ タバコの投げ捨てはやめましょう I ・N　200, 000


